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研修 2 年後のインタビュー結果は現在分析中である。  
【倫理的配慮】  
グループインタビューを行うこと、参加は自由意志であること、録音、結果を報告する
ことについて説明し、同意を得た。  
【利益相反】  
なし 
【結果】  
《自立した看護師の姿を見た》《なりたい自分になれた自分》などのカテゴリーが導き
出され、「変わった自分」に関する学生の語りの表現が多く抽出された。  
【考察】  
アメリカ看護研修後 1 年という時間の中で、学生たちはさらに多くの学習や実習を経
験し、《異なる社会・文化背景》《初めての繋ぐ体験》《やりとりのある授業》《枠が外れた
方が面白い》という視点を活かし、より多くの学びを得ることができており、自身の学生
生活の充実に大きく影響していることが分かった。とくに《目指せ！なりたい自分》を研
修後に意識することができ、その目標に向けて学習や実習を行うことで、1 年後、その《な
りたい自分になれた自分》に近づくことができている「変わった自分」、つまり自分自身
の成長を再確認できた学生の語りが多く得られたことはとても喜ばしいことであり、こ
の学生の大きな成長の過程をうまくサポートしていくための体制づくりを早急に検討し
ていく必要があるのではないかと考える。  
【結語】  
今後も、研修 2 年後のグループインタビューの分析をすすめ、学生の学びの変化を明
らかにしていきたい。その結果を今後の海外看護研修の充実や、学生への研修後フォロー
アップ体制に役立つ基礎資料としてまとめていく予定である。  
